
（様式－１ 表紙）

１ 調査名称：苫小牧都市圏総合都市交通体系調査

２ 調査主体：北海道

３ 調査圏域：苫小牧都市圏（苫小牧市、白老町、安平町、厚真町、むかわ町の１

市４町）

４ 調査期間：平成２１年度～平成２３年度（予定）

５ 調査概要：

苫小牧都市圏では、平成6～8年度に都市ＯＤ調査を実施し、都市交通マスター

プランを策定しているが、その後10年余りが経過し、都市圏人口は減少局面に突

入するなか、前回マスタープランにおいて拡大基調を背景として設定した人口フ

レームと大きく乖離しているため、一部道路網における将来需要予測が過大とな

っている状況も生じている。

前回調査の後、国際コンテナターミナルの移転に伴う苫小牧港の利用形態の

変化や、新たな商業集積地の形成や宅地開発によるＯＤ交通量の変化、さらには

市営バスの民間移譲など、交通を取り巻く環境が大きく変化していることから、

これら社会情勢の変化を踏まえ、苫小牧都市圏の将来像を見直すとともに、都市

交通需要の動向を勘案しつつ、新たな社会経済情勢に対応した都市交通マスター

プランを策定するものである。



（様式－２ａ 調査概要）

Ⅰ 調査概要

１ 調査名：苫小牧都市圏総合都市交通体系調査

２ 報告書目次

第１章 調査の概要

１－１ 調査の背景と目的

１－２ 調査全体のフロー

１－３ 調査体制

１－４ 業務の概要

第２章 ＰＴデータの拡大

２－１ 拡大の全体フロー

２－２ 拡大作業の結果

２－２－１ 人口拡大の基本的な考え方

２－２－２ 標本検定

２－２－３ 人口拡大のカテゴリー区分

２－２－４ 人口拡大の作業結果

２－２－５ 人口拡大後のＰＴデータの精度検討

２－２－６ 平日の自動車利用トリップの精度検討

２－２－７ 休日の自動車利用トリップの精度検討

第３章 現況解析

３－１ 解析項目

３－２ 基礎集計結果（秋期平日）

３－２－１ 都市概要

３－２－２ 原単位特性

３－２－３ 発生集中交通量

３－２－４ 分布交通量

３－２－５ 交通機関分担

３－２－６ 目的別の交通特性

３－３ 基礎集計結果（秋期日曜）

３－３－１ 原単位特性

３－３－２ 発生集中交通量



３－３－３ 分布交通量

３－３－４ 交通機関分担

３－３－５ 目的別の交通特性

３－４ 付帯調査

３－４－１ 個人意識・買い物等行動実態調査

３－４－２ 通学交通実態調査

３－４－３ 企業交通実態調査

第４章 都市圏の課題

４－１ 都市の基礎分析

４－１－１ 苫小牧都市圏の人口

４－１－２ バスの利用状況

４－１－３ 苫小牧都市圏の通勤・通学状況

４－１－４ 苫小牧港の取扱貨物量

４－１－５ 医療施設の立地状況

４－１－６ 交通量の状況

４－１－７ 渋滞損失時間の状況

４－１－８ 事故危険区間の状況

４－１－９ 都市計画道路の整備状況

４－２ 自動車交通について

４－２－１ 総トリップの現況と推移

４－２－２ 交通手段分担率の現況

４－２－３ 発生集中交通量の現況

４－２－４ 時間帯別トリップ数の推移

４－２－５ 市町間の自動車交通流動の現況

４－２－６ 苫小牧市内の自動車交通流動の現況

４－２－７ 市町間の移動時間の現況

４－２－８ 到着施設別トリップの所要時間

４－３ 公共交通について

４－３－１ バスサービス水準に対する満足度

４－３－２ バスサービス水準に対する改善要望

４－３－３ バス利用者の潜在需要

４－３－４ 通学交通の現況

４－３－５ 夏期・冬期の交通手段について

４－３－６ 環境に配慮した通勤交通について

４－３－７ 通勤時の公共交通の利用について



第５章 将来交通量予測モデルの設定

５－１ 将来交通量予測モデルの設定

５－２ 予測モデル作成の前提条件

５－２－１ 予測モデルの適応範囲

５－２－２ 将来交通量予測のプロセス

５－３ 生成交通量予測モデル

５－３－１ モデル作成の基本方針

５－３－２ 平日の検討結果

５－３－３ 休日の検討結果

５－３－４ 生成交通量予測モデルの解析結果

５－４ 発生集中交通量予測モデル

５－４－１ モデル作成の基本方針

５－４－２ 発生集中モデルの解析結果

５－５ 分布交通量予測モデル

５－５－１ モデル作成の基本方針

５－５－２ 内外モデルの概要

５－５－３ 内外モデルの解析結果

５－５－４ 内々モデルの解析概要

５－５－５ 内々モデルの解析結果

５－６ 交通手段分担予測モデル

５－６－１ モデル作成の基本方針

５－６－２ 分担率曲線の概要

５－６－３ 分担率曲線の設定結果

５－６－４ 集計ロジットモデルの概要

５－６－５ 集計ロジットモデルの解析結果

５－７ 配分交通量モデル

５－７－１ 配分交通量予測の概要

５－７－２ 配分条件の整理

第６章 将来像の検討

６－１ 苫小牧都市圏の将来像の整理

６－１－１ 関連上位計画の整理

６－２ 苫小牧都市圏の将来像の方向性

６－２－１ 都市圏・都市内道路ネットワーク

６－２－２ 公共交通ネットワーク



第７章 都市圏将来フレームの設定

７－１ 将来フレームの設定にあたっての基本的な考え方

７－２ 将来フレームの検討結果

【資料編】

北海道総合都市交通体系調査委員会設置要綱

委員会名簿

委員会状況写真



（様式－２ｂ 調査概要）

３ 調査体制

北海道総合都市交通体系調査委員会

（委員長：北海商科大学教授 佐藤 馨一）

技術検討ワーキング

（顧問：北海道大学大学院工学研究院准教授 高野 伸栄、岸 邦宏、

北海道大学大学院工学研究院助教 内田賢悦）

事 務 局

（事務局長：北海道建設部まちづくり局都市計画課長 増田 浩泰）

４ 委員会名簿等：

・北海道総合都市交通体系調査委員会

所属および役職名 氏 名

委員長 北海商科大学商学部商学科教授 佐藤 馨一

副委員長 室蘭工業大学教授 田村 亨

委 員 北海道大学大学院工学研究院准教授 高野 伸栄

北海道大学大学院工学研究院准教授 岸 邦宏

北海道開発局開発監理部開発調整課長 渋谷 元

北海道開発局事業振興部都市住宅課長 傳法谷 眞光

北海道開発局建設部道路計画課長 後藤 貞二

北海道運輸局企画観光部交通企画課長 飯沼 宏規

東日本高速道路株式会社北海道支社総合調整部長 矢野 昌昭

北海道旅客鉄道株式会社総合企画本部経営企画部長 小山 俊幸

社団法人北海道バス協会専務理事 岩崎 友雄

苫小牧市総合政策部長 佐々木 昭彦

苫小牧市総合政策部まちづくり推進室長 松本 誠

白老町都市整備部建設課長 安達 義孝

安平町施設課長 太田 光也

厚真町まちづくり推進課長 小松 豊直

むかわ町総務企画課主幹 阿部 博之

むかわ町経済建設課主幹 為田 雅弘

釧路市総合政策部次長 成田 毅

釧路町まちづくり推進課長 木村 勝茂

白糠町経済部建設課長 見鳥 幸蔵



・委員会 オブザーバー

所属および役職名 氏 名

北海道警察本部交通部交通規制課長 吉田 和彦

北海道総合政策部新幹線・交通企画局地域交通課長 松橋 明生

北海道建設部土木局道路課長 清水 文彦

北海道建設部まちづくり局都市環境課長 宮内 孝

・技術検討ワーキング

所属および役職名 氏 名

顧 問 北海道大学大学院工学研究院准教授 高野 伸栄

北海道大学大学院工学研究院准教授 岸 邦宏

北海道大学大学院工学研究院助教 内田 賢悦

委 員 北海道開発局開発監理部開発調整課事業評価係長 寺井 一弘

北海道開発局事業振興部都市住宅課計画・景観係長 千葉 隆広

北海道開発局建設部道路計画課調査第１係長 武田 祐輔

苫小牧市総合政策部まちづくり推進室まちづくり推進課主査 下舘 隆一

苫小牧市総合政策部まちづくり推進室まちづくり推進課主査 稲葉 祐治

苫小牧市総合政策部まちづくり推進室まちづくり推進課主査 瀬法司 孝次

白老町都市整備部建設課都市施設グループ主査 小山内 淳

安平町施設課施設グループ主査 畠山 津与志

厚真町まちづくり推進課企画調整グループ主幹 矢幅 敏晴

厚真町まちづくり推進課企画調整グループ主事 江川 允典

むかわ町総務企画課政策推進グループ主査 田口 博

むかわ町経済建設課技術グループ主査 山本 徹

釧路市総合政策部都市計画課課長補佐 梶 光貴

釧路市総合政策部都市計画課専門員 鷲尾 亨

釧路町都市建設課課長補佐 南 孝司

釧路町まちづくり推進課都市計画係長 中川 欣哉

白糠町経済部建設課土木都市計画係長 植野 晃

・技術検討ワーキング オブザーバー

所属および役職名 氏 名

北海道総合政策部新幹線・交通企画局地域交通課地域交通グループ主査北 近藤 俊浩

海道建設部土木局道路課道路計画グループ主査 別府 準也

北海道建設部まちづくり局都市環境課街路グループ主査 泉 智夫



（様式－３ａ 調査成果）

Ⅱ 調査成果

１ 調査目的

苫小牧都市圏では、平成6～8年度に都市ＯＤ調査を実施し、都市交通マスタ

ープランを策定しているが、その後10年余りが経過し、都市圏人口は減少局面

に突入するなか、前回マスタープランにおいて拡大基調を背景として設定した

人口フレームと大きく乖離しているため、一部道路網における将来需要予測が

過大となっている状況も生じている。

前回調査の後、国際コンテナターミナルの移転に伴う苫小牧港の利用形態

の変化や、新たな商業集積地の形成や宅地開発によるＯＤ交通量の変化、さら

には市営バスの民間移譲など、交通を取り巻く環境が大きく変化していること

から、これら社会情勢の変化を踏まえ、苫小牧都市圏の将来像を見直すととも

に、都市交通需要の動向を勘案しつつ、新たな社会経済情勢に対応した都市交

通マスタープランを策定するものである。

２ 調査フロー

 1年目（実態調査） 2年目（実態調査） 3年目（実態調査）

◆都市圏現況の把握

◆調査の企画・準備
＿特定課題の想定

◆家庭訪問調査

◆補正・補完調査
◆スクリーンライン調査
☆コードンライン調査
☆JR乗降客調査

等

◆調査結果の処理
☆エディティング
☆コーディング
☆データ入力
☆マシンチェック

◆オリジナルファイル作成

◆基礎集計
☆原単位集計
☆一次集計
☆暫定拡大

◆現況解析
☆交通状況の把握
☆圏域・地域別トリップ特性
☆利用交通手段の分析

◆現況の問題点の抽出

◆特定課題の分析
☆公共交通計画
☆土地利用計画

◆都市圏の将来像の検討
☆上位計画の整理
☆将来フレームの検討
☆土地利用構想の検討

◆将来交通量予測モデルの設定
☆生成モデル
☆発生・集中モデル
☆分布モデル
☆機関分担モデル
☆配分交通量モデル

◆都市圏の計画課題の整理

◆将来交通量予測
☆需要予想
☆配分交通量推計

◆マスタープランの策定

◆整備計画案の策定
☆交通ネットワークの策定
☆個別計画の策定



３ 調査圏域図

109.3km

62.1km



（様式－３ｂ 調査成果）

４ 調査成果

４．１ 都市圏の課題

①苫小牧都市圏の将来人口

平成42年の圏域全体の人口は、平成17年と比較して約2割の減少となる。

②バスの利用状況

平成2年と比較してバス利用者数は大幅に減少している状況である。
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資料：とまこまい市営バス事業概要　苫小牧市交通部



③苫小牧都市圏の通勤状況

苫小牧都市圏の通勤状況をみると、市町間の動きが増加している一方で市町

内の移動は減少している。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※平成 18年に旧早来町と旧追分町が合併して安平町となったため、安平町の通勤・通学のデー

タは、旧早来町と旧追分町のデータを合算して用いた。 
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４．２ 自動車交通について

①総トリップ数の現況と推移

平成6年と比較して、自動車トリップ数は増加しているが、前回予測値からは

大きく減少している。

②交通手段分担率の現況

苫小牧都市圏は他都市圏に比べると自動車分担率が高い傾向である。
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③市町間の自動車交通流動の現況

市町間の自動車流動は、苫小牧市と厚真・旧鵡川町の動きが増加している。ま

た、苫小牧市と白老町間の自動車流動が多い。
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４．３ 公共交通について

①バスサービス水準に対する満足度

バスサービスについては、便数や運行時間帯に関する満足度が低い。

②バス利用者の潜在需要

住民の約8割が自宅近くにバス停があると回答しているが、その内、7割がバ

スを利用していない。
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バス停有無別の普段のバスの利用状況
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①通学交通の現況

通学交通は、夏期では自転車利用が約5割となっており、また通学距離が10km

以上においても自転車利用がみられる。

・登下校時の交通手段
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冬・夏期の登下校時の交通手段

冬期は夏期の約2.5倍
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夏期は自転車利用多い

10km以上の長距離でも自転車利用
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・交通手段別の不満

④環境に配慮した通勤交通について

企業交通については、環境に対する意識は高いが、公共交通による通勤への意

識は低い。
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⑤通勤時の公共交通の利用について

運行ルートが長くなることや出勤時間の自由が利かないなどへの懸念が強いた

め、バス利用や相乗りなどへの転換は属性を考慮した有効となる施策の検討が必

要である。
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４．４ 苫小牧都市圏の将来像の方向性

①都市圏・都市内道路ネットワーク



②公共交通ネットワーク


